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未来成長のための中長期戦略「プラン 2020」
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SPECIAL REPORT：PLAN 2020 

 

大胆な挑戦と変化を創る 

未来成長のための中長期戦略「プラン2020」 
類を見ないほど冬の寒さが厳しかった 1月末、アンラボは全社を対象に社員向け教育プログラム「ジャンプアップ(Jump-Up)2018」

を実施した。同イベントは今年のビジネス目標と戦略を従業員と共有してコンセンサス強化を目的にしている。今回は「大胆な挑戦

と変化を創る(Bold Challenge＆Make Change)」をテーマに、グォン・チジュン代表取締役の新年の挨拶を初めとして各部門長の

事業計画の発表と2020年に向けたアンラボのビジョンと戦略を発表した。 

 

 

 

2018年はアンラボにとって節目の年である。アンラボの礎であり韓国で最初のセキュリティ対策プログラム「V3」誕生30周年を迎える年だからだ。

韓国では分野を問わず単一ブランドが30年間維持するケースはそう多くない。韓国のソフトウェア産業環境を鑑みるとV3 30周年は非常に大きな意

味を持つ。このように意義深い年を迎えて、アンラボは30年間続けてきたV3の底力をベースに次の30年に向けたステップアップを模索している。そ

の一環として中長期戦略「プラン2020」を提言し、それぞれの事業部門で3カ年計画を発表した。 

 

 

30年後のための成長エンジンに火をつける 

クォン代表取締役は冒頭演説において「プラン2020」について語った。V3誕生30周年を迎え、次の30周年に向けてさらなるステップへジャンプす

るためには今後3年間がアンラボの成長にはずみをつける大事な時期になる。そのためには急速に変化する市場環境に合わせて、各部門ごとに現在の

ビジネスモデルとプロセスを根本的に見直し革新することが迫られている。既存の事業領域に限らず様々 なことにトライすることも重要だ。各部門別

の責任マネジメントを強化して、部門同士のシナジーと効率性を高める戦略が求められている。 

プラン2020で最も重要なのは顧客であり、顧客満足度の向上にさらに集中するため、外部要因による変化ではなく内部の力を集めて変化と革新を成

し遂げることを強調した。挑戦を通じて変化を模索すれば成長のチャンスはやってくるはずだ。 

 

 

▲アンラボのクォン・チジュン代表取締役 
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次世代エンドポイントセキュリティのメインストリーム「V3」と「EDR」を連携 

続いて各事業部門の3カ年事業計画の概要発表があった。エンドポイントプラットフォーム事業部(以下、EP事業部)では3カ年計画として、▲次世代

エンドポイントセキュリティプラットフォーム(EPP)の市場参加および売上拡大、▲プラットフォームベースのサービス専門化・高度化、▲グローバ

ル事業の拡大を挙げた。 

V3はアンラボの根幹でありEP事業部のメイン製品だ。韓国では単一ブランドで30周年を迎える製品はそう多くない。V3は単なるセキュリティソフ

トにとどまらず次世代エンドポイントプラットフォーム「EDR」と「V3」を連携して、仮想化およびOSサポートを拡大するなど、技術的な力量をさ

らに強化する予定だ。このためEP事業部は昨年からエンドポイントの脅威の検知・対応ソリューション「EDR」をV3と連携する準備を始め、今年は

次世代エンドポイントセキュリティプラットフォーム「EPP」のリリースを予定している。来年はクラウドベースのSaaS(Software as a Service)型

 EPPにシフトして、2020年には IoTセキュリティプラットフォームにまで拡張させる戦略だ。 

 

 

2020年ネットワークセキュリティ分野１位を目指す 

韓国のネットワークセキュリティ市場はグローバル市場に比べて規模が小さく成長が遅い分野だ。だがかなり速い段階から多数のグローバルセキュリ

ティ企業が進出しており、競争が激しいうえに保守的な市場の特性から進出が容易ではない。アンラボは2007年末からネットワークセキュリティ事

業に着手して今年満10年になった。近年アンラボのネットワークセキュリティ事業が大きく躍進したことから、2020年には韓国ネットワークセキュ

リティ市場１位になることを目標に掲げた。技術的にはパフォーマンスの安定性を継続的に強化して製品の完成度を向上する一方で、競争力の差別化

を測るために様 な々製品ラインナップを構築する計画だ。 

今年はプラットフォームビジネスのための脅威分析を追加した TMS(Threat Management System)をリリースする。来年はTMSの構造を強化して

対DDoS攻撃向けソリューション「AhnLab TrusGuard DPX」と、次世代侵入防止システム「AhnLab TrusGuard IPX」のアップグレードを予定し

ている。これと共に積極的なプリセールスとターゲットマーケティングを推進して、売上拡大のためにパートナーも拡大する。 

市場拡大と新規開拓を並行し、クラウド分野に進出するための製品開発など多様なニーズに適合するポジション・ロードマップを確立する予定だ。 

 

 

組織力を高めてサービスの多角化を狙う 

2017年アンラボのサービス事業部門は、コンサルタント、SI、監視サービスで売上100億ウォンを達成した。特にリモート及び派遣監視サービスに

加えてクラウド監視サービス分野でも大きな成長ぶりをみせた。部門長は目に見える製品が存在しないサービス分野で良い成績を収めた原動力として、

ダイレクトに顧客サービスを提供するサービス事業部の従業員たちの努力とサポートに感謝の言葉を述べた。 

今後は持続的に成長可能なサービスソリューションとして、監視サービスの「AhnLab Sefinity」の高度化を実現し、統合セキュリティフレームを構

築するという戦略だ。セキュリティ監視サービスだけでなくアンラボのエンドポイントとネットワーク製品を有機的に連携し、統合型のセキュリティ

フレームを顧客に提供するというもの。 

まずは▲クラウド優先戦略、▲セキュリティ監視サービス(MSS)の高度化、▲サービス範囲の拡大と差別化戦略をベースにセキュリティ監視センター

(SOC、Security Operation Center)の高度化を推進する。次世代SIEM/SIRPサービスを開発して SECaaS(Security as a Service)サービスを拡大

する計画だ。またコンサルタント分野をさらに多様化して、特殊な領域に最適化されたコンサルタントとアプライアンスのポリシー・コンサルタント

などの競争力をさらに強化しようとしている。昨年海外市場ではインドネシア、ベラルーシおよび中南米を中心にサービスを提供した。 

今年はヨーロッパ発の個人情報保護コンプライアンス GDPRに対応するため特化されたコンサルタントサービスを提供するための準備を整えている。 
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内外の技術強化と連携からセキュリティ業界をリード 

V3誕生30周年を越えて、来る30年のための重要なキーワードは「変化」と「革新」だ。このため、アンラボは組織改革を進めて CTO部門を新設し

た。同部門は外部の新しい革新技術を研究して、最終的にアンラボの技術領域の拡大・強化するための組織だ。 

CTO部門の発表では、▲未来成長の革新技術を確保、▲主力事業の革新技術を確保、▲革新的なR＆D文化の創出、この3つの目標を提示し、これら3

つのタスクを通じてアンラボの未来成長動力とグローバルな技術リーダーシップを確保すると述べた。 

 

 

▲ イ・ホウンCTO 

 

急激に変化するIT環境の中でセキュリティニーズに先制対応するためにはプラットフォームと新技術の変化に応じて継続的な研究が必要だ。 

未来のセキュリティ技術をリードするために人工知能(AI)、データサイエンス、オープンイノベーションチームを新設し、新しい技術を使用してプラ

ットフォームに存在しながら移動する情報の流れ(Data Flow)を重点的に分析する。 

今後はますますにデータの「目に見える化(Visibility)」を確保することが重要であり、そのためにデータを研究するデータサイエンスチームを構成す

るに至った。また外部の技術を連携してアンラボの技術を共有するサイクルを強化するためにオープンイノベーションチームを通じて技術の標準化と

グローバル認証取得を積極的に推進する計画だ。 

 

ジャンプアップ(Jump-Up)2018において、アンラボは「エンドポイント」、「ネットワーク」、「サービス」の領域で3ヵ年計画を確立し、2020

に向けて挑戦と変化を続けていく旨を宣言した。 

 

 

 



 

 

http://jp.ahnlab.com/site/main.do 

http://global.ahnlab.com/site/main.do 
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アンラボとは  

株式会社アンラボは、業界をリードする情報セキュリティソリューションの開発会社です。 

1995年から弊社では情報セキュリティ分野におけるイノベーターとして最先端技術と高品質のサービスをご提供できるように努力を傾けてま

いりました。今後もお客様のビジネス継続性をお守りし、安心できるIT環境づくりに貢献しながらセキュリティ業界の先駆者になれるよう邁

進してまいります。 

アンラボはデスクトップおよびサーバー、携帯電話、オンライントランザクション、ネットワークアプライアンスなど多岐にわたる総合セキ

ュリティ製品のラインナップを揃えております。どの製品も世界トップクラスのセキュリティレベルを誇り、グローバル向けコンサルタント

サービスを含む包括的なセキュリティサービスをお届け致します。 


